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高知県の脳血管疾患の年齢調整死亡率は男女ともに減少傾向にあり、全国平均に近づい
た年もあります（図表 12）。

循環器疾患診療実態調査（JROAD）によると、高知県の急性心筋梗塞患者数、急性大動
脈解離患者数は横ばいですが、心不全入院患者数は減少傾向の後、令和 3年に増加しまし
た（図表 13）。

人口動態調査では、虚血性心疾患の年齢調整死亡率は、男女ともに減少傾向にありますが、
全国よりもやや高い状況です（図表 14）。また、急性心筋梗塞の年齢調整死亡率について
は、全国平均との差が大きくなっています（図表 15）。人口動態統計特殊報告※４によると、
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（図表 13）心血管疾患患者数の推移

出典：日本循環器学会 循環器疾患診療実態調査（JROAD）
ただし、循環器研修・関連施設からのみ集計されたデータである。

（図表 12）脳血管疾患の年齢調整死亡率（人口 10万人対）の推移


